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学校教育における吃音矯正の導入

1．はじめに

吃音者は流暢に発話することができないにも関わら
ず、日本の学校 1）は吃音者に対し流暢に話すことを求め
る。さらに、学校では吃音者が流暢に発話をできるよう
に矯正することがある。では日本の学校は、どのような
経緯で吃音者の発話を矯正する指導を行うようになった
のだろうか。日本の学校における吃音矯正のはじまりに
ついて言語障害教育を専門とする松村・牧野（2004）は
以下のように述べている。

我が国の言語障害教育は、明治期における、伊沢
修二の楽石社での実践にその萌芽を見る。楽石社の
実践は吃音の治療指導を中心に発展し、大正期には、
分社、支部、出張所を開設するに至っている。この
楽石社の実践は、明治・大正期において、民間事業
としての業績を残している。

（松村・牧野 2004：141）

この指摘からは、彼らが楽石社の吃音矯正事業を日本の
言語障害教育の発端と考えていることがわかる。しかし、
言語障害教育の歴史について述べた綾部（2017）は以下
のように指摘する。

わが国の、初期の言語治療施設は、明治 36 年に伊
澤〈ママ〉修二が東京市小石川区に設けた吃音者の
ための落〈ママ〉石社である。そこで多勢の吃音者
の矯正を行ったとされているが、社会事業の枠をで
ることなく、学校教育につながることもなく、後の
公教育としての言語障害児教育の進展に影響を与え
ることはなかった。

（綾部 2017：272）

この綾部（2017）の指摘は、日本の言語障害教育の発端
を論じるにあたっての定説になっている。なぜなら、文

部省は「伊沢関係の事業はあくまでも社会事業とみなさ
れ学校教育との接点がなく、学校内での言語障害教育の
進展に影響を与えることもなかった。」（文部省1978：475）
と戦前の言語障害教育について言及しているからであ
る。したがって先行研究には、学校における吃音矯正も
しくは言語障害教育の発端を、楽石社の吃音矯正事業で
あるか否かという相違があると理解できる。松村・牧野
（2004）と綾部（2017）では、楽石社の事業の位置付けが
異なる。松村・牧野（2004）は楽石社の事業を治療もし
くは指導であるとし、学校における吃音児への言語指導
と類似する教育機関としての機能を有していたことを示
唆するが、綾部（2017）は、それは社会事業にとどまる
ものであり、楽石社には教育機関としての機能が無かっ
たとする。では、なぜこの相違が生じたのだろうか。本
論文ではそれを戦前の言語障害教育の発端についての論
争に起因すると仮定している。そこで松村・牧野（2004）
らによって言語障害教育の萌芽とする楽石社の事業と戦
前の言語障害教育のはじまりとされる東京の吃音学級に
焦点をあてた議論を行う。
本論文の目的は、戦前の学校教育と吃音矯正との関係
を理解するのにあたり、楽石社の吃音矯正事業と東京の
吃音学級という二者の関係性を考察することである。研
究方法は楽石社や吃音学級に関する文献や新聞記事の資
料を用いた分析や考察となる。吃音学級に関する資料は
戦災や小学校の統合や廃校によって乏しい状況であり、
詳細な内実を知ることは困難であるため、まずは新聞や
文献に基づく議論が必要であると考える。
次節では、まず楽石社の社会事業について述べ、その
後、楽石社の社会事業の展開と東京における吃音学級に
ついて論じる。

2．楽石社のはじまり

楽石社とは伊沢修二（1851-1917）2）が日本で最初に組
織的に吃音矯正を展開した団体である。明治初期は、吃
音は不治の疾患と見なされており「当時、吃音は薬物療
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法、電気療法、精神療法などの方法で治療が試みられて
いたが、これといった決定的な治療法がなかった。」とさ
れる（呉 2016：304）。この吃音の原因を悪癖とし、視話
法を用いることにより吃音を矯正することを可能とした
人物が、伊沢である。視話法について伊沢は以下のよう
に説明している。

先づ視話法とは如何なるものであるかと云ふに、
視話法と云ふは読んで字の如く、人の口より発する
音を耳で聴くことの代わりに目で視るのである。

（伊沢 1978: 769）3）

このように視話法とは、音を目で視えるかたちに置き換
えて発話をする方法である。伊沢はアメリカ留学時に視
話法によって自らの英語の発音を矯正した経験があっ
た。伊沢は吃音を悪癖、方言による訛りの一種のような
発音であると考え、この経験に基づいて吃音を矯正しよ
うと試み、その実践の場として楽石社を創設したのであ
る。
楽石社は 1903（明治 36）年に東京の小石川（現在の東
京都文教区）という地域で、伊沢が公的教育から身を退
いた後に設立された（伊藤 1974）。小石川は、政財界人
や文化人などが暮らしていた文教地区であった。また東
京高等師範学校（現在の筑波大学）もあり、東京高等師
範学校で校長を務めたことがある伊沢にとっては馴染み
の深い地域であったともいえる。「楽石社規約」にはその
様子が以下のように述べられている。

楽石社は余の老余の事業として営まんとする各種
の実験を為す所なり。之を楽石社と称する所以は余
久しく小石川に住せるにより礫川の礫字に因みて別
号を楽石と称する故その社名にも之を冠したるな
り。
楽石社に各科の研究部を置く見込みなり。漸次成
立に至るに随て之を発表す可けれども今は唯言語研
究部の事のみを掲ぐ。

（信濃教育会編 1978：763）

ここから楽石社は、ひとまず言語に関する研究実験をす
る目的で設立された機関であったと考えられ、伊藤
（1976）や渡辺（2004）らの先行研究でも同様の指摘がな
されている。楽石社に設置されていた研究部は以下の通
りである。

楽石社言語研究部
一  、此部は於ては音韻学及び言語学を研究し其学
理を応用せんが為め先づ左の諸項を実行す。
一、視話法を伝授す。
二、正しき日本語音を伝習す。
三、正しき英語音を伝習す。
四、正しき清音語音を伝習す。
五、正しき台湾語音を伝習す。
六、方言を矯正す。
七、吃音を矯正す。
八、唖子にものを言はしむ。

（信濃教育会編 1978：763-4）

つまり、楽石社の言語研究部の目的は語学教育や言語矯
正であるため、当初の楽石社は語学に関する教育や実験
をする教育研究機関として設立されたことが確認でき
る。ここに松村・牧野（2004）が示唆したような、楽石
社の教育研究機関としての役割が見て取れる。その後、楽
石社は教育研究機関としての機能を有したまま、語学教
育よりも言語矯正の事業に力を入れていくことになる。
伊沢の伝記には次のような当時の状況がわかる記述があ
る。

視話法、英語、支那語等に重きを置き、之が教授
に一身機軸をと心掛け其教案迄作成されたのであ
る。然るに事は意外に出でて、いざ生徒募集となり
て集り来つた者は十二三歳の少年より十七八歳の青
年……五十歳の老人も交つて僅に七名、皆吃音の矯
正を希望する者のみで、他の科目に対する志願者は、
皆無と云う有様であつた。

（故伊沢修二記念事業会編纂委員会編
［1919］1988：248）

先に見た楽石社の研究部が揚げてきた目的は語学教育に
重きを置いた内容だったが、実際に人員を募集したとこ
ろ吃音者しか集まらなかったのである。そして、楽石社
の視話法を用いた吃音矯正は、一時的とはいえ吃音矯正
に効果があったそうである。渡辺によると伊沢の吃音矯
正の方法は、ディストラクション効果と呼ばれるもので
あり、通常とは異なった発話をすることで、一時的に吃
音症状がなくなるというアプローチである。だだし、現
在の吃音研究においては、その効果によって一時的に吃
音症状がなくなったとしても、吃音が治ったことにはな
らず、治療方法であるとはみなされていない（渡辺 2004：
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30）。とはいえ、楽石社の吃音矯正の業績は以下のような
ものであった。

本社吃音矯正開始は、今を遡る実に七年有余の昔、
明治三十六年三月二十六日にして、爾来今日に至る
まで一日片時も社中に（ハヘホ）の声に絶えたる事
なく連綿継続して、入社矯正受けたる者、既に満二千
名（本年四月五日現在調査）に及びたり。此間明治
三十九年九月九日東京高等師範学校内茗溪会に、学
者教育課等数十名を招待し、矯吃人員満一千名の記
念報告会を開きたる事ありしが、今は早や満二千名
の報告をなすべき時期とはなれり。

（信濃教育会編 1978：847）

ここからは教育研究機関としての楽石社が、7年余りで
吃音者 2000 名を矯正しており、学者や教育関係者向けに
吃音矯正の業績を披露したことがわかる。しかし、呉
（2016）や綾部（2017）らの先行研究では楽石社の吃音矯
正事業を社会事業として位置づけており、楽石社自体も
教育機関として位置づけられていない。この要因は、そ
の後の楽石社の発展過程と関係していると考えられる。
次節ではこの点について考察する。

3．楽石社の発展と学校教育

当初、小石川にある伊沢の自宅で開設された楽石社だ
が、吃音矯正事業で成功したことによって、校舎を新築
し、全国に支部を設けるまでに発展した。呉（2016）は
この展開について、戦前の日本における唯一の確立され
た吃音の治療方法であり、日本全国のみならず植民地に
も及び、講演会や講習会、通信治療に至るまで幅広い事
業展開がされたと述べている。綾部（2017）が楽石社を
社会事業として位置づけるのは、楽石社が吃音矯正事業
で発展し、その後は民間事業として戦後も続いたからだ
と考えられる。楽石社が幅広い吃音矯正事業を展開して
いたと考えられる 1923（大正 12）年頃の『楽石社要覧』4）

は楽石社の沿革を以下のように説明する。

本社の創立は明治三十六年三月二十六日にして其
起源は故貴族院議員伊沢修二先生明治八年官名を帯
びた米国留学中ボストン府に於て　アレキサンダー
グラームベル博士に就き視話法を学びたるに濫觴し
たるものにして爾来拮据苦心多年音韻生理、心理教
育等諸学の原理を綜合運用して幾多の研究実験を積

み遂に世界に誇るに足る科学的吃音矯正方を発明し
たるものなり
爾来茲に二十年余年本社は故伊沢先生発明の科学
的吃音矯正方法に依り幾多世の不幸なる吃音者を矯
正すると共に斯道の普及拡張を期し今日に至る迄本
社に収容矯正したるもの社会各階級に渉り其数実に
一万余名に達し不幸なる吃音者は今や言語上に復　
活して再生の歓喜を以て或は学業に或は業務に従事
し既に博士、学士、技師、軍人、官吏、会社員とし
て国家社会に貢献しつつあるもの数千名の多きに達
せり

（『楽石社要覧』 2-3）

楽石社の吃音矯正事業は社会的階級が高いとされていた
人々にも認知されている。この背景として楽石社が文教
地区に本社を置いていたことや伊沢自身の教育界におけ
る功績や貴族院議員としての経歴も関わっていると考え
られる。これらは楽石社が社会から認められ、高く信頼
され、吃音矯正事業が発展する要因に充分になり得ただ
ろう。『楽石社要覧』では楽石社の実績について、以下の
ように述べられている。

Ａ、前社長故伊沢修二先生は吃音者救済の功に依り
明治四十四年五月特に勲三等に叙し旭日中綬章を
賜はり更に大正六年五月勲二等旭日重光章を賜は
れり
Ｂ、畏くも、宮内省より前後四回御下贈金拝受の光
栄に浴せり
Ｃ、内務大臣は本社吃音矯正事業の効果確実なる事
を前後十四回助成金を下付し此事業を表彰せられ
たり
Ｄ、文部省は本社吃音矯正法奨励普及の為め全国中
等学校教員吃音矯正法夏季講習会を開催し本事業
を天下に紹介せられたり
Ｅ、東京府は第八回助成金を下付して本社の事業を
表彰せられたり
Ｆ、東京市は連年十一回補助金下付本社吃音矯正事
業を奨励せられたり
Ｇ、文部、内務の大臣次官地方局長普通学校局長及
び地方長官其他貴顕紳士には親しく、本社に来臨
吃音矯正事業を視察調査の上賞賛を賜へり

（『楽石社要覧』 3-4）

このとおり楽石社の吃音矯正を中心とした事業は、当時
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の内務省や文部省からの援助が受けられるまでに急速に
発展をした。これは文部省と楽石社との関係が構築され、
より社会的な認知度と信用度を高めていったことを示唆
している。その後、さらなる展開として、文部省が楽石
社に要請し、中学校に在籍している吃音者の全国調査の
実施や吃音矯正教師を養成することになる。さらに、吃
音を矯正するだけではなく、吃音矯正法を普及させるた
めに学校教員に向けて講習などを開催していた。
そこで、まずは伊沢から協力を得て文部省が全国規模
で実施した、当時の中学校における吃音者に関する調査
について確認する。この成果は、『楽石業誌』5）という雑
誌に統計表が掲載されている。伊沢修二はこの調査のこ
とを次のように以下のように述べる。

例へば吃音者の数の如き、凡そ我が国にどれだけ
あるか、更に見当も付かなかつた。そこで先生は吃
音検定方法を定め、文部省普通学校局長に禀請し、中
学程度の学校生徒中の、吃音者の員数を調査し、吃
音生徒の統計表を作ることが出来た。其調査による
と、中学程度の在学生徒で検査を受けたる者
十三万千四百八十八人で、其中に三千人の吃音者が
ある、即ち百人につき二人二分八厘で、一万に対し
て二百二十八人の割合となる。女子の方は割合に少
く、調査を受けし者、二万四十九人に対して僅に
百十八名で、百分の五分九厘である。

（故伊沢修二記念事業会編纂委員会編
［1919］1988：277）

今日において吃音者は 100 人に 1人の割合で存在し、男
性が多く、女性は少ないといわれている。当時の吃音検
定方法の検査方法は不明だが、吃音者の数は 100 人に 2
人いたとされており、女性の方が少ないという点では、今
日の吃音者の割合と近い。この調査は日本で初めて吃音
者を対象とした社会調査でもある。現在の日本において
は吃音者を対象とした全国調査は皆無であるため、この
文部省による調査は非常に意義が大きいといえる。
次に、吃音矯正をするだけではなく人材育成もしてい
た楽石社の、吃音矯正教師の養成について見ておきたい。
呉は「文部大臣の訪問を機に東京市の小学校訓導で吃音
矯正教師となる星野理三、加藤晋、清水鑑三、村上求馬
の四人に免許状が授与された。」（呉 2016：311）と述べ
ている。さらに楽石社の学校への講習は東京以外でも実
施されていた。『楽石業誌』に以下のような記事がある。

吃音矯正教師免許状授与
松澤本社副社長は大正三年十月池上大阪市長の招
聘に依り、大阪市小学校教員吃音矯正法講習会講師
として大阪市に出張南区渥美小学校内に於て約二週
間講習、池上市長及び宮島教育課長其他市教育当路
社の熱心なる斡旋尽力と講習生諸氏の最も真面目な
る努力励精とに依り頗る好成績を収めたる事ありし
が、其結果伊澤本社長より吃音矯正免許状したるも
の左の如し。

（『楽石業誌』34：41）

楽石社による吃音矯正教師の養成は東京以外でも実施さ
れていたのである。この吃音矯正教師免許状授与に関し
ては、当時の官報 6）にも交付されていたとする事実が記
載されている。このような楽石社の事業について、文部
省の以下のような証言にも注意を払わなければならな
い。

伊沢関係の事業はあくまでも社会事業とみなされ
学校教育との接点がなく、学校内での言語障害教育
の進展に影響を与えることもなかった。

（文部省 1978：475）

これまで述べたことを総合して考えられるのは次のこ
とである。楽石社は吃音者調査や吃音矯正教師の養成を
していたことから、文部省を介して学校と接点をあった
ことは確かだといえる。だが、設立当初の楽石社は教育
研究機関を目指して設立されたものの、社会的認知度が
高い吃音矯正事業が発展していく過程で、文部省（1978）
や綾部（2017）が指摘したような社会事業とみなされて
しまったのである。しかし、楽石社は吃音矯正のための
人材育成もしており、実質的一種の教員養成機関もしく
は教育機関としての機能も有していたことを重視すべき
であると考えられる。

4．吃音学級

戦前の言語障害教育を担っていた東京の吃音学級につ
いての先行研究では、開設年や設置された小学校など断
片的な内容しか明らかにされていない。そこで本節では
当時の吃音学級に関する新聞記事などの資料を用い、そ
の内実について述べていく。まず先に戦前における東京
の吃音学級についての、文部省（1978）や松村・牧野
（2004）の説明を確認する。
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東京市では、大正期の後半から、市当局が率先し、
特殊教育施設の開設を手がけてきた。大正十五年に
は、牛込区の鶴巻尋常小学校に虚弱児の養護学級が
新設されたが、深川区の八名川尋常小学校には、吃
音学級が開かれた。当時の概念として、吃、訥のほ
かは発音不能とか失語症といったものしかなかった
のである。
八名川尋常小学校の吃音学級は、後に元加賀小学
校に移されたという。また、芝、神田の二つの小学
校にもこの種の学級が設けられたという。
昭和九年の東京市の異常児調査によると、吃語児
は二、〇八八人で出現率は〇・三〇％に当たる。ま
た、吃語児の学級数は三で、在籍児は一〇〇人とさ
れている。
また昭和十一年二月、文部省は師範学校、中等学
校、高等学校、実業学校、青年学校の生徒三二九万七、
七六〇人について吃語者数の調査をし、男子〇・
七％、女子、〇・〇五％の出現率を得ている。
このように、戦前の言語障害教育は、全く細々と、
一部で行われていたにすぎず、その内実も伝わって
いない。

（文部省 1978：171-172）

学校教育では、大正期、東京市の小学校に吃音学
級が開設されている。大正15年に東京市深川区の八
名川尋常小学校、芝、神田の 2つの学校に吃音学級
が開設されたとの記録が見られるが、これらの実践
は、太平洋戦争を境に、ひとまず終結をみることに
なる。

（松村・牧野 2004：141）

上記のような吃音学級が開設された経緯については以下
の新聞記事で確認できる。

東京市小学校における特殊教育は従来優良、低脳
および貧困児童三種の補助学級が置かれたのみで
あったが、この四月以来どもり児童のために吃音学
級を、虚弱児のために養護学級を試験的に設けるこ
とになり・・・略・・・例えば小石川楽石社と連絡
をとって小学校教員にどもり矯正法を伝授させた
り、又近々市統計課と協力して貧困児童の不就学お
よび中途退学児の大調査に着手したり又芝赤羽小学
校にも一養護学校を新設するなど□次この方面の充
実を計るといふから、優れた子も哀れな子もすべて

幸福に恵まれることになる□である。
（朝日新聞、1926 年 5 月 26 日、東京朝刊）7）

戦前の吃音学級は東京市で試験的に設置された。八幡に
よると戦前の特殊学級の制度は 1941 の国民学校令施行
令規則第 73 条により制度化された（八幡 2004：129）。そ
のため吃音学級は特殊教育が制度化される前である1920
（大正 9）年に東京市によって実験校として始まったと推
察することができる。また、この記事で一例として挙げ
られた東京市補助学級は、特別支援教育の制度面での基
盤形成において主要な役割を果たしたとも指摘されてい
る（八幡 2004：129）。こうした状況から、戦前の吃音学
級は特殊学級が制度化されるより前に、東京市によって
言語障害教育の基礎を形成することを目的として設けら
れたと考えられる。同時に着目すべき点は、吃音学級を
試験的に設置するために楽石社が吃音学級の教員養成を
担い、矯正法は視話法を用いた吃音矯正法を伝授してい
たことである。文部省で開催された「養護学級に関する
懇談会」に関する資料からは吃音学級の状況をさらに知
ることができる。

東京市では先生のはう〈ママ〉の元加賀校だけで
す。他に季節的に区教育会の主催で吃音児童を集め
て特別に矯正指導をやりますが、一時的なもので永
続的なものは御校だけです。東京市の教育としまし
ても、日本の吃音指導にしましても甚だ遺憾なこと
だとおもひます。もう少しどうにかならないもので
せうか。

（三宅編（1943）：36）

1943（昭和 18）年の段階で吃音学級は、元加賀校 1校
のみにしか設置されておらず、それ以外は開設された学
級は閉鎖されたのである。この理由について、「養護学級
に関する懇談会」に関する資料では以下のように述べら
れている。

私達が愛宕校に行つてみましたときは、後任の小
林先生が非常に熱心にやつてをられるのですが、惜
しいことにお亡くなりになりました。その後愛宕の
校長さんも後任を探されたらしいのですが、ご承知
のやうに東京市は本正といふ資格が必要で、そのう
へ吃音の指導者でなければいけないわけなので、半
年探してなくて、市の体育課に行かれたら「こちら
でも探すから」といふわけで半年探されましたが、結
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局なくで一年後には自然消滅になつてしまつたので
す。

（三宅編（1943）：36）

さらに川本（1954）による次の指摘もある。

本社が先達となって、吃音矯正等の公立学校や学
級が発達する方向にむかって努力することが足りな
かった。

（川本［1954］1981：61）

吃音学級は楽石社が先達となり、吃音矯正法を学校で普
及する方向に向かって活動していた。しかし、吃音矯正
を施すことができる資格を持ち、なおかつ吃音矯正を指
導できる人材不足により吃音学級が閉鎖に追い込まれた
ことからは、人材の育成が困難であったことも推論する
ことができる。こうしたことが、川本の努力が足りなかっ
たという証言にも表われていると考えられる。結果とし
て、戦前に全ての吃音学級は閉鎖された。その背景とし
て、文部省は公的教育である学校を重視したことに関わ
る事情が推察できる。学校の教員制度と吃音学教の指導
とを両立する制度の形成には至らなかった点、そして学
校制度上、楽石社のような私塾が公的な教育機関の代わ
りにはなれなかった点が要因としてあるのではないだろ
うか。
しかし一方で、当時の学校における吃音児の児童観に
ついて、次の楽石社の痕跡を看取できる。吃音学級の教
員は新聞記事で以下のように述べている。

どもりは十中の九までが幼少時代の人真似から起こ
るもので、始めは面白半分に真似たのが、知らず知ら
ず習慣になった言語上の悪癖です。
そして一旦どもる癖がつき自分のどもりを自覚する
と言語に対して恐怖心が日増しに募りどもりは段々重
くなるのが通例です。同時に性質も段々いぢけ学校の
成績も悪くなり遂にはそれを苦にして自殺者も生じる
所以です。
然しどもりは決して病気ではなく一種の悪癖ですか
ら、どんなに重いどもりでも矯正方法の宜しきを得た
ら、きつと全治しますからご安心の上成るべくお早く
矯正に御着手下さい。自宅療法と申しても、どもりは
薬や器械では決してなをりません。これは私の体験上
はつきり申し上げます。

（朝日新聞、1934 年 3 月 19 日、東京朝刊）

先に述べた文部省の調査によっても吃音の原因は悪癖と
されていた。以下の新聞記事には以下のように説明され
ている。

文部省にては今回中等諸学校に於ける吃音生徒に
就き調査したるに左の結果を得たり吃音は病気と云
ふよりも寧ろ悪癖と見るべきもの多さ事　発音曖昧
にしてカ行タ行の如き密閉子音に至り□発音不明瞭
になる事

（読売新聞、1908 年 9 月 05 日、東京朝刊）

まず当時の吃音学級の教員が吃音の原因を悪癖としてい
たことからは、楽石社が吃音の原因を悪癖として信じて
吃音矯正を施し、学校教育に取り組んでいた影響があっ
たと考えられる。当時の学校教育では楽石社の吃音論が
信じられており、戦前の東京での吃音学級もしくは言語
障害教育において、その仕組みや実践が中心的な役割を
果たしたのである。
戦前の言語障害教育もしくは吃音学級の吃音矯正法と
楽石社の吃音矯正法とは非常に類似点がある。だが、当
時は吃音学級だけが吃音児の吃音矯正をしていたわけで
はなく、むしろ永続的に吃音を矯正できる学級を維持で
きなかった。これには、楽石社は幼稚部を設けており、吃
音児の矯正をしていたことも関わってくる可能性も指摘
できる。つまり、吃音学級が発展すると楽石社の吃音矯
正事業と競合してしまうため、楽石社は吃音学級に傾注
しなかったという可能性も考えられるのである。
東京の吃音学級は言語障害教育の基礎を形成するため
に試験的に設けられ、そこで楽石社は吃音学級の教員養
成と指導方法に中心的な役割を果たしたと考えられる。
一方で文部省は、特殊学級が制度化される前であったた
め吃音学級を公的教育の一部であると位置づけることが
できなかった可能性がある。試験的に設けられた吃音学
級は担当教員の後継者不足や楽石社が吃音学級の発展に
力を注がなかったという複合的な原因で、戦前に全て閉
鎖されたのである。

5．おわりに

本論文では資料を考察した結果、第一に、楽石社は教
育研究機関と社会事業という両方の機能を有していたこ
とが明らかになった。松村・牧野（2004）と綾部（2017）
という先行研究で、楽石社の事業の位置付けが異なるの
は、楽石社が教育研究機関と社会事業という両方の機能
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を有しており、どちらか片方に論点を置いて議論してい
たためだと考えられる。
吃音学級は東京市によって試験的に設けられたため、
公的教育機関の一部として設けられたが、公的教育とは
認められたかどうかは定かではない。そのため、先行研
究では楽石社の吃音矯正事業と繋がっている吃音学級を
言語障害教育とは位置づけられなかったのだろう。この
一因として、戦前の吃音学級に関する先行研究が断片的
であり、吃音学級と楽石社との関わりが見えづらかった
ことにあると指摘することができる。なぜなら本論文で
は、楽石社は教育研究機関として、戦前の吃音学級もし
くは言語障害教育に必要な有資格者を輩出する役割を
持っており、楽石社で養成された吃音矯正教師により、楽
石社と同じ視話法を用いた吃音矯正を学教教育の中で実
践していたことが明らかになったからである。楽石社は、
多くの吃音者の吃音矯正に成功し、世間では吃音矯正を
する社会事業であると認知されていたことも、教育機関
としての楽石社が後退した理由であろう。
楽石社が吃音学級の運営に関わったことにより、学校
教育に吃音が矯正できるという価値観や方法が導入され
た。これには言語障害教育の萌芽をみることができる。し
かし、吃音学級は言語障害教育の基礎を形成できかな
かった。日本における言語障害教育の本格的なはじまり
は戦後からであると言われており、戦前の吃音学級は言
語障害教育の一部であると位置づけられていない。
したがって、今後の研究課題は楽石社が関わりつつも
全て閉鎖された戦前の吃音学級と、戦後の言語障害教育
の継続性と断絶性を解明することである。
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注
１）本論文における学校とは小学校や中学校、高等学校のことを指

す。

２）伊沢修二は、日本における吃音の歴史研究において最初に取り

上げられる人物である。伊沢は明治時代の近代教育における学

校教育の形成に携わった。その後は日本で初めて組織的に吃音

矯正を実践し、吃音矯正機関である楽石社を設立した（橋本 

2018）。

３）文語体はカタカナ表記からひらがな表記に変更し、ひらがな表

記に統一している。また、旧字体は新字体表記に変更している。

４） 『楽石社要覧』とは楽石社が発刊した楽石社の概要を紹介する冊

子である。発行年は不明であるが、1923（大正 12）年頃の資料

だと推察される。

５） 『楽石業誌』は楽石社の事例研究などを掲載するための雑誌であ

る（文部省　1978：170）。

６） 官報 1912年 10月 21日と 1917年 9月 12日に楽石社から吃音矯

正教師の免許が授与されたとする記載がある。

７）□は不明瞭な字であったため□と表記した。
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Japanese Institute for Stuttering and its Influence to 
School Education in Pre-WW2 Japan

Yuta HASHIMOTO

The First Japanese institute for stuttering, Rakuseki-sha, was established by Isawa Shuji in 1903. However, Japan’s 
speech and language disorder education in generally believed to have begun only after WW2 because some regard 
Rakuseki-sha activity was just social project and not related to school education. This study aims to reveal the 
influence Rakuseki-sha on school education before WW2. The result finds Rakuseki-sha provided qualified teachers 
and method of stuttering correction necessary for stuttering class, thus contributed to realize speech correction in 
public school even before WW2.

Keywords : Stuttering, Rakuseki-sha, Isawa Shuji, Speech, Language Disorder


